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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】令和2年3月19日(2020.3.19)

【公表番号】特表2019-514119(P2019-514119A)
【公表日】令和1年5月30日(2019.5.30)
【年通号数】公開・登録公報2019-020
【出願番号】特願2018-552688(P2018-552688)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ  21/56     (2013.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ   21/56     ３２０　

【誤訳訂正書】
【提出日】令和2年1月29日(2020.1.29)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】請求項４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【請求項４】
　前記参照特徴は、前記入力プログラムから参照されるプログラム及び参照される関数の
リストのうちの少なくとも１つを含む、請求項１に記載の方法。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】請求項１３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【請求項１３】
　前記参照特徴は、前記入力プログラムから参照されるプログラム及び参照される関数の
リストのうちの少なくとも１つを含む、請求項１０に記載のシステム。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６６】
　典型的な一実施形態において、プログラムＡ　４０２は、プログラムＢ　４０４の関数
Ｂ１　４０５とプログラムＣ　４０６の関数Ｃ１　４０７とを用いる。この典型的なプロ
グラムからの参照特徴は、ブロック４１０において、より詳細に示される。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６８】
　表１：リソース特徴
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【表１】

【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７０】
　表１で示したように、リソース特徴のこの例において、このテーブルは、種類（Kind）
の列を有し、データは実際に測定及び／または受信した値（Value）である。この例は、
いくつかの文字列と、プログラム関数シンボルと、読み出し専用セクションからのグロー
バルデータと、メタデータに属するアイコンデータとを示している。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００８０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００８０】
　ハイブリッド特徴パラメータ６０８は、以下のように表すことができる。
　　Ｃ＿Ｆ：参照特徴のためのパラメータ
　　Ｃ＿Ｒ：リソース特徴のためのパラメータ
　　Ｃ＿Ｃ：抽象化制御フロー特徴のためのパラメータ
　　Ｃ＿Ｓ：構造特徴のためのパラメータ
　　Ｃ＿Ｆ、Ｃ＿Ｒ、Ｃ＿Ｃ、Ｃ＿Ｓは、０と１との間の比率である。
　　Ｃ＿Ｆ＋Ｃ＿Ｒ＋Ｃ＿Ｃ＋Ｃ＿Ｓ＝１
　　Ｃ＿Ｆ＿Ｐ：類似したプログラム参照と照合するための閾値
　　Ｃ＿Ｆ＿Ｆ：類似した関数参照と照合するための閾値
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９２】
　一実施形態において、プログラムＰ１、Ｐ２の参照特徴７０４、７１４の類似度比較７
２４は、以下のように実行すればよい。
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【数１１】

　ここで、ＲＰはプログラム基準を表し、ＲＦは関数基準を表す。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９７】
　様々な実施形態によれば、参照特徴７２４の比較において、例えば類似するプログラム
名及び関数名を照合するために閾値を用いてもよい。例えば、同じライブラリの異なるバ
ージョン（例えば、ＬｉｂＸ＿Ｖ１及びＬｉｂＸ＿Ｖ２）は、閾値を用いて照合できる。
対応する２つの閾値は、Ｃ＿Ｆ＿Ｐ及びＣ＿Ｆ＿Ｆとして追加される。
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】図面
【訂正対象項目名】図４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【図４】
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